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さきたま風土記の丘古墳群（右上が稲荷山古墳）

番号 名称

さきたま風土記の丘

風土記の丘建設状況

ふよ］市地1::：：；：：：件等

文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

房総風土記の丘 千葉県栄町 （史）岩屋古墳

（史）竜角寺境内の塔

跡

竜角寺古墳群

立山信仰遺跡

特 色

古墳墳丘，周濠の整備，巡回苑路造成，

料館建設，民家移築保存（民俗資料館と

て利用）
総面積30ha

古墳整備，巡回路造成，資料館建設，
移築保存

総面梢 32ha 

歴
史
的
票
境
と
自
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的
壊
境
の
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風
土
記
の
丘
と
い
う
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和

四
十
一
年
度
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
か

ら
の
国
土
開
発
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
個
々

の
遺
跡
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
と
一
体
を
な
す
歴
史
的
・

自
然
的
環
境
も
破
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。

歴
史
的
風
土
・
景
観
の
保
存
を
求
め
る
世
論
の
高
ま

り
の
中
で
、
「
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
（
一
般
に
古
都
保
存
法
と
い
う
）

が
成
立
、
公
布
さ
れ
た
の
も
昭
和
四
十
一
年
で
あ
っ

こ。t
 風

土
記
の
丘
も
、
こ
う
し
た
社
会
的
背
景
を
も
っ

＇
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
各
地

方
に
お
け
る
歴
史
的
、
風
土
的
特
性
を
も
っ
た
遺
跡

が
集
中
的
に
所
在
す
る
地
域
の
広
域
保
存
と
、
そ
の

環
境
整
備
を
行
い
、
周
囲
の
自
然
環
境
と
一
体
的
に

|
—
地
方
文
化
の
普
及
を
図
る
I

一
体
化
を
め
ざ
し
て

風

土

記

の

丘

oo ●
|
ー
文
化
財
の
保
存
整
備
と
活
月
・

鴎

立山風土記の丘 富山県立山市

近江風土記の丘 滋賀県安土町
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保
存
活
用
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

風
土
記
の
丘
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

「
歴
史
の
く
に
」
「
歴
史
の
そ
の
」
「
歴
史
の
お
か
」

「
歴
史
の
広
場
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
考
え
ら
れ

た
。
が
、
各
都
道
府
県
に
一
か
所
ず
つ
建
設
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に
「
風
土
記
の
丘
」

と
な
っ
た
。
丘
と
い
う
言
葉
は
、
地
形
的
な
制
限
を

加
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
な
く
、
雰
囲
気
づ

、、
く
り
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

紀伊風土記の丘
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布橋・石仏等保存糀備，巡回路造成，＇宿

修理，資料館建設，カモシカ・ライチョ
園造成，民家移築保存

総面積 25ha 

（特史）安土城跡 観音寺城跡の竪備，安土城跡の石垣

（史）観音寺城跡 大中の湖南遺跡の整備，資料館建設，↓

（史）大中の湖南遺跡移築保存

（史）諷臨山古墳 総面積 51.3ha _ 

近つ飛鳥風土記の丘 l大阪府川南町， 一須賀古墳群 古墳整備，巡回苑路造成

太子町 総面積 29ha

和歌山県和歌山 （史）岩橋干塚古墳群 古墳墳丘・石室の整備，巡回苑路造成，

市 料館建設，民家移築保存，万葉植物皿‘
総面積 51.4ha, 
古墳・国分寺跡・国府跡整備，条里保存

備，資料館建設，中世館跡復原，風玉~i
物園造成

総面積・ 52ha 

古墳・国分寺跡驚備，巡回苑路造成，

館建設，民家移築保存

総面積 55ha 

吉備路風土記の丘
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みよし風土記の丘

10. 
宇佐風土記の丘

西都原風土記の丘

広島県三次市

大分県宇佐市

（史）出雲国府跡

（史）出雲国分寺跡

（史）岡田山古墳

（史）安部谷古墳

岡山県総社市、 1 （史）造山古墳
高松町，山手村 （史）作山古墳

（史）備中国分寺跡

（史）備中国分尼寺跡

（史）こうもり塚古墳

（史）浄楽寺・七ッ塚

古墳群

（史）川部・高森古墳

群

（特史）西都原古噴群

八雲立つ風土記の丘 I島根県松江市

宮崎県西都市
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古墳整備，巡回苑路造成，資料館建設し

総面積 29ha 

古墳整備，巡回苑路造成，資料館建設

総面積 17.6ha 

古墳墳丘の整備，巡回苑路造成，資料

設古代住居の復原等。

総面積 52ha 
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風
土
記
の
丘
設
置
要
項
（
多
少
の
改
変
後
の
昭
和
四

十
四
年
版
）
に
は
、

一

、

目

的

景全
各
地
方
に
お
け
る
伝
統
あ
る
歴
史
的
、
風
土
的
特

館粋
｀
性
を
あ
ら
わ
す
古
墳
、
城
跡
な
ど
の
遺
跡
等
が
多
く

資の
存
在
す
る
地
域
の
広
域
保
存
と
環
境
整
備
を
図
り
、

丘却
~
あ
わ
せ
て
こ
の
地
域
に
地
方
文
化
の
所
産
と
し
て
の

曇土
歴
史
資
料
、
考
古
資
料
、
民
俗
資
料
を
収
蔵
、
展
示

風ま
す
る
た
め
の
資
料
館
の
設
置
等
を
行
な
い
、
も
っ
て
、

たき
こ
れ
ら
の
遺
跡
お
よ
び
資
料
等
の
一
体
的
な
保
存
お

さ

よ
ぴ
普
及
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
設
置
お
よ
び
管
理
~

都
道
府
県
が
設
置
し
、
管
理
は
当
該
都
道
府
県
教

育
委
員
会
が
行
な
う
。

＿―l
、
事
業
計
画
の
概
要

①

用

地

古
墳
、
城
跡
な
ど
の
遺
跡
等
を
包
含
し
、
で
き
る

だ
け
自
然
環
境
を
保
っ
た
地
域
を
選
定
す
る
。
基
準

の
面
積
は
十
六
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
五
万
坪
）

以
上
と
す
る
。
こ
の
地
域
は
原
則
と
し
て
公
有
化
に

よ
り
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

※
②
環
境
整
備
以
下
省
略

こ
う
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
は
宮
崎
県
の
風

土
記
の
丘
建
設
事
業
が
始
ま
り
、
埼
玉
県
、
和
歌
山

◎
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定

価

年
間
購
読
料

存つしご0せ か 線 先0例にる用私〇活史土活
でての苦六られで生今か｀ゴでをた文用的記用
す文ば労月れて活に月息文し図ち化し遺の L
゜化れははまお躍ごはづ化よつの財よ産丘を号
行ま小文しりす寄‘い財うて生をうををテで
政す Ill化た‘る稿姫ての゜い活単と周ご 1は
にが‘庁゜改方い田い保上くのにす囲紹マ
た‘内創 めのた‘ま存原か中保るの介と
ず私山設 て信だ星す整氏がに存も環ししィ
さた両の 我念き野゜備の大生すの境まて
わち先月 か‘ま‘ と玉切かるでとし‘
つも生で 身生し池 活稿なしだすーた歴
て初のす をきた披 用に課‘け゜体゜史
ま心随゜ 振ざか‘ ←は題いで 的との
いに想先 りま‘小の‘とかは にも道

：るかか人 返が第松 実まいにな 保にと
ー所えらの ら描ー各 践さえ活（ 存歴風
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